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１． はじめに 

 岩手県が進めている一級河川北上川水系岩崎川の河

川改修事業に伴い，東北本線が交差する岩崎川橋りょ

うの改築を行った．新橋りょうの架設を行い，河川切

替後，旧橋りょうの撤去を行った．本報告では，旧橋

りょう徹去(下り線：RC 桁，上り線：鋼桁)について報

告する． 
  

 

 

 

 

 

 

 

図-1 施工位置図 

２.工事概要 

 本工事は，旧橋りょうの上下線(図-2，図-3)を埋戻し，

橋りょう構造を盛土構造へ変更するものである．路盤

及び軌道復旧に時間を要するため，桁の一括撤去では

復旧時間を確保できないことから，分割撤去を行った．

下り線 RC 桁は，ﾜｲﾔｰｿｰ切断し分割して桁の引抜を行っ

た．上り線の鋼桁は，撤去部分を当夜にｶﾞｽ切断して分

割撤去を行った． 

図-2 下り線旧橋りょう  図-3 上り線旧橋りょう 

３.施工計画 

３．１ 施工条件 

東北本線は夜間貨物列車が通るため，線路閉鎖間合

いでの作業となる．線路閉鎖間合いは，下り線①間合

い 36 分(0：17～0：56)②間合い 161 分(1：07～3：48)．

上り線 206 分(23：53～3：19)である． 

３．２ 施工順序 

橋りょう区間を盛土区間にするため．橋りょう下部を

ｺﾝｸﾘｰﾄで埋め戻す．その後，下り線 RC 桁撤去，上り線

鋼桁撤去の順で行う． 

（1）埋戻しｺﾝｸﾘｰﾄ 

橋りょう下部に護床ｺﾝｸﾘｰﾄが存在し，橋台が護床ｺﾝｸﾘｰ

ﾄを拘束していることが考えられ，打設による沈下を防

ぐためｶｯﾀｰ切断を行った．また上り線橋台には基礎杭

が無く，沈下による拝み防止のため，橋台前面にｽﾄﾗｯﾄ

を設置した．埋戻しｺﾝｸﾘｰﾄの打設は(図-4 図-5)の①～

④の順番で行い，沈下が収束したと判断できた時点で

終了した．その後，下り線の埋戻しｺﾝｸﾘｰﾄの上に，厚

さ 200 ㎜で無収縮ﾓﾙﾀﾙを打設した．上り線⑤の埋戻し

ｺﾝｸﾘｰﾄは下り線 RC 桁撤去後に打設した． 

 

図-4 埋戻しｺﾝｸﾘｰﾄ(下り線)

 

図-5 埋戻しｺﾝｸﾘｰﾄ（上り線） 

(2)下り線 RC 桁撤去 

埋戻し完了後，下り線 RC 桁撤去を行った．事前作業

で，地覆はｺﾝｸﾘｰﾄへ連続ｺｱ削孔(φ150)にて分割した．

次に，桁切断のためｺｱ削孔(φ75)を行い，ﾜｲﾔｰｿｰを

通し切断を行った．桁部 13 ﾌﾞﾛｯｸ，ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ部 2 ﾌﾞﾛｯ
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ｸ，合計15ﾌﾞﾛｯｸに分割し，1ﾌﾞﾛｯｸずつ引抜を行った．

ﾏｸﾗｷﾞ及び道床ﾊﾞﾗｽﾄは当夜撤去し，引抜は U 型ｱﾝｶｰ

にﾜｲﾔｰを取り付けﾊﾞｯｸﾎｳにて引抜き，桁引抜完了後，

路盤構築・軌道復旧を行った．(図-6) 

 (3)上り線鋼桁撤去 

上り線の鋼桁は，主桁を 9 ﾌﾞﾛｯｸに分割し，当夜ｶﾞｽ

切断し，撤去を行った．ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ部は下り線同様，ｺｱ

削孔及びﾜｲﾔｰｿｰ切断を事前に行いﾊﾞｯｸﾎｳにて引き抜

きを行った．(図-7) 

 

図-6 ﾌﾞﾛｯｸ割付図(下り線)  

 

図-7 ﾌﾞﾛｯｸ割付図(上り線) 

４.ｻｲｸﾙﾀｲﾑ 

４－1.下り線 RC 桁撤去ｻｲｸﾙﾀｲﾑ 

限られた時間内での作業のため，準備作業にて上ﾊﾞﾗ

ｽﾄを袋詰めにして置き換え、ﾊﾞﾗｽﾄ撤去の時間を短縮す

る計画とし,ｻｲｸﾙﾀｲﾑは，図-8の通りとした． 

作業中止判断は(図-8)の通り，①当夜着手時の作業

中止判断②路盤・復旧の最遅開始時刻、戻し判断．と

して設定した．線閉の解除条件は③上り線線閉解除所

要件の通りとした． 

 

４-２.上り線 鋼桁撤去ｻｲｸﾙﾀｲﾑ 

ｻｲｸﾙﾀｲﾑは，上り線最大間合い 206 分で設定した．図

-9の通りである．  

 作業中止判断は(図-9)の通り，①桁切断中止判断②

路盤・軌道復旧の最遅開始時刻．として設定した．

 

５．施工実績 

５-１ 下り線 RC 桁撤去 

下り線旧橋りょう撤去の初日（1 本目）のｻｲｸﾙﾀｲﾑで

は，桁上部のｽﾗﾌﾞ面のはつりを 5分で設定していたが，

はつり箇所に数cm程度のｱｽﾌｧﾙﾄ舗装が施されていたた

め，縁切りに大幅な所要時間のﾛｽが発生した．2本目以

降は，桁上部のｽﾗﾌﾞ面のはつりの所要時間を変更した． 

５-２ 上り線 鋼桁撤去 

当初、軌陸 BH を下り線横断して上り線へ載線してﾊﾞ

ﾗｽﾄ投入をする予定であったが，ﾀﾞｲﾔの乱れなどによる

下り線線閉着手不可の場合を想定し，2本目以降はﾔｰﾄﾞ

側からの BH でﾊﾞﾗｽﾄ投入を行うように変更した． 

  

 図-10 RC 桁引抜     図-11 鋼桁ｶﾞｽ切断 

６ まとめ 

不測の事態も起きたが，以降の作業ｻｲｸﾙﾀｲﾑに反映さ

せ，限られた線閉間合いにて計画通りの時間で旧橋撤

去を終えることができた． 
本工事での計画及び実績が，今後の類似工事の参考

となれば幸いである． 

設定時間

線閉時間
①3 6

②1 5 1

線閉時間 181

合計
①3 9

②1 5 1

準備作業 26

20

軌道検測 5

40 1 2 3

線閉申込 5

撤去桁引抜 4

跡確認 5

軌道撤去 25

軌道復旧 39
路盤復旧 35

撤去桁上部ﾊﾂﾘ

下り線②間合い 151分

上り線間合い 181分

下り線①間合 36分

①当夜着手時の作業中止判断

■上下線同時線閉となってからBHを載線、上り線線閉終了後に離船させるため下り線線閉開始列車が

15分以上遅延で作業中止
②路盤・軌道復旧の最遅開始時刻、戻し判断

■下り線の線閉余裕時間を踏まえ路盤・軌道復旧は遅くとも2：29になった時点で開始する

■撤去桁引抜が2：29-0：04=2：25までに開始できない場合は、軌道復旧を行う。

③上り線線閉解除条件

■上り線の線閉溶融時間を踏まえ、BHは遅くとも2：44になった時点で離線を行う

■復旧については、下り線にある、0.25BHおよび人力にて行う。

設定時間

線閉時間
①3 6

②1 5 1

線閉時間 206

合計 151

軌道復旧 30
軌道検測 5
跡確認 5

橋ﾏｸﾗｷ ﾞ撤去 10
鋼桁切断撤去 30
路盤復旧 51

3 4

線閉申込 5
軌道撤去 10

0 1 2
下り線②間合い 151分

上り線間合い 206分

下り線①間合 36分

①桁切断作業中止判断

■桁切断作業着手遅延55分以上の場合

②路盤軌道復旧の最遅開始時刻
■上り線の線閉余裕時間を踏まえ、路盤軌道の復旧は遅くとも1：43になった時点で開始する
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